
創

立

二

十

周

年

記

念

号

普

岳

精

流

日

本

吟

院

平

成

十

八

年

十

月

千

代

田

岳

精

V



千
代
田
よ
永
遠
な
れ

皆
さ
ま
の
お
陰
で
、
千
代
田
は
や
っ
と
二

十
歳
の
成
人
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
、
終
戦
直
後
に
家
元
と
の
ご
縁
で
吟

と
繋
が
り
が
出
来
て
六
十
年
、
仕
事
に
追
わ

れ
な
が
ら
、
五
十
二
年
に
創
流
し
た
岳
精
流

日
本
吟
院
に
入
会
し
て
約
二
十
年
、
そ
し
て

同
好
の
友
と
千
代
田
教
場
を
発
足
さ
せ
て
二

十
年
、
成
人
と
な
り
、
意
欲
と
行
動
力
十
分

な
吟
友
達
と
レ
ッ
ス
ン
に
吟
楽
に
勤
し
み
、

今
日
が
迎
え
ら
れ
た
事
に
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

家
元
が
毎
月
書
か
れ
る
語
録
に
は
、
人
に

対
す
る
愛
と
平
和

へ
の
願
い
、
そ
し
て
吟

ヘ

の
熱
き
想
い
が
籠
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詩
に

は
作
者
の
人
生
が
凝
縮
さ
れ
、
真
情
が
吐
露

さ
れ
て
い
ま
す
。
聴
く
人
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
る

吟
詠
を
、
若
き
日
の
家
元
と
出
会
い
、
そ
の

家
元
か
ら
直
接
薫
陶
を
受
け
得
た
こ
と
は
私

の
人
生
の
後
半
を
飾
り
、
最
高
の
幸
せ
と
な

り
ま
し
た
。

二
十
年
前
、
未
開
の
荒
野
に
蒔
か
れ
た

一

粒
の
吟
の
種
子
は
、
祝
い
歌
の
よ
う
に
枝
も

栄
え
、
葉
も
繁
る

”千
代
田
の
若
松
“
へ
と

育

っ
て
参
り
ま
し
た
。
寺
小
屋
の
よ
う
な
教

場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
千
代
田
も
、
皆
さ
ん

全
員
の
努
力
で
会
と
し
て
の
体
制
と
、
配
す

る
人
材
が
揃
い
、
更
に
湧
く
雲
の
如
く
新
し

い
層
を
輩
出
す
る
今
日
の
姿
に
は
昔
日
の
観

を
抱
き
ま
す
。

吟
友
の
増
加
は
、
平
成
四
年
の
東
陽
町
教

W

会
長
　
飯

田
　
精

鷹

場
の
分
離
開
設
に
始
ま
り
、
丸
の
内
第
二
、

清
水
、
神
田
、
ハ
ザ
マ
、
錬
水
、
丸
の
内
女

子
、
新
宿
と
独
立
し
、
母
体
の
千
代
田
教
場

（現
丸
の
内
第

一
）
と
合
わ
せ
て
九
教
場
、

草
加
、
鎌
ヶ
谷
、
銀
座
分
室
と
十
二
拠
点
に

枝
を
拡
げ
、
会
員
数
は
三
百
名
を
指
呼
の
間

に
臨
む
若
葉
の
繁
り
を
見
る
姿
に
、
吟
友

一

人

一
人
の
頑
張
り
の
お
陰
と
感
動
の
想
い
を

深
く
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
よ
り
明
日

へ
の
、
も
う

一
つ
の
大
き

な
夢
は
、
会
員
二
百
名
実
現
の
先
に
、
会
発

足
時
に
家
元
よ
り
戴
い
た

「三
〇
〇
名
体
制

と
い
う
激
励
に
応
え
る
こ
と
で
す
。
今
年
就

任
の
二
代
日
精
真
宗
家
を
支
え
る
中
核
会
の

一
つ
と
し
て

「千
代
田
城
の
常
盤
の
松
」
の

如
く
、
更
に
緑
濃
き
樹
林
と
な
る
べ
く
、
こ

れ
か
ら
私
達
は
も
っ
と
も
っ
と
更
に
吟
の
精

進
研
鑽
を
重
ね
る
と
共
に
、
吟
友
の
輪
を
拡

げ
、
流
統
の
負
託
に
応
え
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

吟
縁
に
よ
り
得
ら
れ
る
心
豊
か
な
日
々
と

健
康
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

千
代
田
の
素
晴
ら
し
い
未
来
に
希
望
を
抱

い
て
、
吟
友
あ
り
が
と
う
。

今
日
よ
り
明
日
へ
の

”夢
“

千
代
田
岳
精
会

（東
京
三
〇
０
名
）

☆
明
治
吟
詠
部
会
　
丸
の
内
第

一
。
第
二

・

草
加

五
〇
名

☆
東
陽
吟
詠
部
会
　
東
陽
町

・
鎌
ヶ
谷

・

銀
座

五
〇
名

☆
神
田
吟
詠
部
会
　
神
田

・
新
宿

☆
清
水
吟
詠
部
会

☆
ハ
ザ
マ
吟
詠
部
会

☆
錬
水
吟
詠
部
会

☆
女
子
吟
詠
部
会

〔千
代
田
会
員
数
の
歩
み
〕

昭
和
六

一
年
十
二
月

平
成
　
ニハ
年
三
月

（支
部
昇
格
）

平
成
　
八
年
十
月

平
成
　
九
年
九
月

（岳
精
会
昇
格
）

平
成
　
九
年
十
月

平
成
　
十
年
六
月

平
成
十

一
年
四
月

平
成
十
三
年
四
月

平
成
十
四
年
四
月

平
成
十
八
年

一
月

平
成
十
八
年
五
月

五
〇
名

五
〇
名

五
〇
名

二
五
名

二
五
名

三
〇
名

六
〇
名

九
〇
名

一
〇
六
名

一
一
〇
名

一
三
二
名

一
三
三
名

一
四

一
名

一
五
〇
名

一
六
二
名

一
七
八
名



平
成
四
年

（
一
九
九

二
）

平
成

三
年

（
一
九
九

一
）

平
成

二
年

（
一
九
九

〇
）

六
十
四
年

平
成
元
年

一
九

八
九

）

六
十
三
年

（
一
九
八
八
）

六
十

二
年

（
一
九
八

七

）

一 ハ

九 十

八 一

六 年

昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
）

十

代

田

黒

精

=̂

二
十
年
の
歩
み

指

標

『
安
ら
ぎ

」

全

国
吟

道

大
会

（
川

崎

）

寿

栄
吟
道

大
会

指
標

『
ゆ
と
り
」

全
国
吟
道
大
会

（
川
崎
）

指

標

「
積
極

』

吟
剣

詩

舞
芸

術

賞
受

賞
記

念

全
国

吟
道
大

会

（
川
崎

）

宗

家
　

社
会

貢

献
者

表
彰

指
標

『
健
康

』

吟
魂

碑
建

立

十
周
年

記
念

全
国

吟

道
大
会

（
川

崎

）

宗

家
　

吟
剣

詩

舞
大

賞
芸

術

賞
受

賞

指
標

「
誠
実
」

全
国
吟
道
大
会

（
名
古
屋

市
公
会
堂
）

指

標

『
前
進

』

宗

家
吟
道

五
十
周
年

、
創

流
十
周

年

記
念
全

国

吟
道

大

会

（
川

崎

）

宗

家

に
青

森
県

知

事

褒
章

指

標

「
明
朗

」

全

国

吟
道

大
会

（
川

崎

）

第

二
次

日
中
友

好
吟

行
会

弥

富

龍
精

を
宗

嗣

に
指
名

年

間

指
標

「
克

己
』

宗

家

　
第

二
回

吟
詠

芸
術

日
本
代
表

使
節

団
員

と

し

て
渡

米

全

国

吟

道
大
会

（
川

崎
産

業

文

化
会

館

）

総

本

部

（
岳

精

流

）

二
月
　
千

代

田

教
場

よ
り

東
陽

町
教
場

を
分
離
開

設

二
教
場

体

制

と

な

っ
た

京

浜
合
同

十

五
周
年

記
念

大
会

三

二
名
参

加
、

七
月
　
岳
精

流

全
国

吟
道

大
会

に
初
参

加

（
九
名

）

二
月
六

日
　

岳
精
流

日
本

吟
院

に
加
入

、
京

浜
合
同

教
場

の

一
教
場

と
な
り
、

温
習
会

に
初
参

加

六

月
　
第

一
回
温
習
会

一労
働
会

館

）
会

員

二
九

名

十

二
月

　
亡
心
年

温

習
会

月
水
教
場

よ
り
来
賓

あ
り

四
月
　
教
場
開

設

千
　
代

　

田

平

成
十
年

一
九
九

八

）

平
成

九
年

一
九

九

七
）

平

成

八
年

一
九

九
六

）

平
成

七
年

一
九
九

五

）

平
成
六
年

（
一
九

九

四
）

平
成

五
年

一
九
九

三
）

指
標

『
元
気

」

全
国

吟

道
大
会

（
川

崎

）

岳
精
流

独
吟

コ
ン
ク

ー

ル

大
会

全
国
吟

剣

詩
舞

道
大
会

で

本
部
女

子

チ

ー

ム
優

勝

指
標

『
や
さ

し
さ

」

全
国

吟

道

大
会

（
川

崎

）

全
国

吟
剣

詩
舞
道
大

会

で

砂
子
女

子

チ

ー

ム
優

勝

指
標

「
奉
仕

』

「
龍
吟

」

一
〇

〇
号

発
刊

婦

人
部

　

創
立

二
十

年

記

念
大
会

全
国

吟

道

大
会

（
川

崎

）

第

四
次

日
中
友

好
吟

行
会

指
標

「
お

か
げ

さ
ま

で
』

宗
家

　

吟
道

六
十
周

年

記

念
全
国

吟
道

大
会

（
川
崎

）

幼
少
年

・
寿

栄
特

別
吟
道

大
会

全
国

吟
剣

詩

舞
道

大

会

で

本
部
男

子

チ

ー

ム
優

勝

指
標

「
和

楽

』

全
国
吟

道
大
会

（
川

崎

）

秋

田
県

由
利
町

に
第

五

の

吟
魂
碑

建

立

指
標

「
素
直

』

第

二
次

日
中
友

好

吟
行
会

宗
家
　
勲

五
等

瑞
宝
章

全
国

吟
道

大
会

（
川

崎

）

全
国

吟
剣
詩

舞
道
大

会

で

本
部
女

子

チ

ー

ム
準

優

勝

総
本
部

（
岳
精
流
）

一
月

　
飯

田
会

長

本
部
指

導
本

部
員

を
拝

命

二
月
　

錬
水

教
場

新
設

十

月
十

一
日
　
会

発
足

記

念

大
会

（
明

治
生

命

別
館

大

ホ

ー
ル
）

一
月

　
神

田
教
場

新
設

三
月

　

ハ
ザ

マ
教
場

新
設

九
月

　
千
代

田
岳
精
会

の

認
許

　
会
員

数

一
三

〇
名

年

記

念
温

習
会

八
月

　
会
昇
格

を
目
指

し

六
教
場

、　
一
〇
〇
名
体
制

構
想

を
固

め
、
丸

の
内
第

二
教
場

を
分
離
開

設

十
月

　
清

水
教
場

を
新
設

十

二
月
　
温

習
会

全
国

吟
剣

詩
舞
道

大
会

本
部
男
子

へ
八
名

が
参
加

優
勝

メ
ダ

ル
を
受

け
た

十

二
月
温
習
会

二
月

　
千
代

田
支

部

へ
昇

進

〈
ム
員

数
六

〇
名

八
月

　
を不
家
以

下

を
迎
え

支
部

昇
格

記
念
大

会

十

一
月

　
一只
浜
地

区
合
同

吟
道

大
会

に
二
六

名
参
加

独
吟

・
合
吟
出
場

千
　

代

　

田



平
成

十
五
年

（
二

〇

〇

三

）

平
成

十
四
年

（
二

〇

〇

二

）

平

成

十

三
年

（
二

〇

〇

一
）

平
成

十

二
年

（
二

〇

〇

〇

）

平
成

十

一
年

（
一
九

九
九

）

指

標

『
礼

と
節

」

全

国

吟

道
大
会

（
川

崎

）

指
標

『
平
和

』

創

流

二
十

五
周

年

記

念
吟

道

大
会

（
川

崎

）

全

国
吟
剣

詩
舞

道

大
会

で

本

部
男

子

チ

ー

ム
八
位

入

賞 指

標

「
自

覚

』

全
国

吟

道

大
会

（
川

崎

）

長

野
県

塩

尻
市

に
第

七

の

吟

魂

碑
建

立

東

京
西
多
摩
霊

園

内

に
合

祀

之
碑

（
吟
楽

碑

）
建
立

合

祀
祭

を
挙

行

全
国

吟
剣

詩

舞

道

大
会

で

本

部
男

子

チ

ー

ム
入

賞

指
標

『
簡

素

」

横

山
岳
精
吟

道

六
十

五
周

年

記
念
全
国

吟

道

大
会

（
川

崎

）

全
国

幼
少
年

吟

剣

詩

舞

道

大

会

（
各

務
原

市

）

指

標

「
励

ま

し
」

岳

精
流
独

吟

コ
ン
ク

ー
ル

大
会

全
国

吟
道
大
会

（
川

崎

）

東

京
西
多
摩
霊

国

内

に
第

六

の
吟
魂

碑
建

立

四
月
　
詩

歌

研
修

、
演
奏

吟
楽

三
部
門

を
新

設

十

二
月
　
温

習
会

（
深
川

江
戸
資

料

館

）

二
月

　
清

水

・
神
田

・
ハ

ザ

マ
合
同
開

設

五
周
年

記

念
温

習
会

、
湯

島
聖

堂

斯

文
会

講
堂

六

月
　
全
国

吟

道

大
会

で

赤
穂
義

士
外

伝

「
俵
星
玄

蕃

」

で
大
喝

采

を
受

け

る

全
国

吟
剣

詩

舞

道
大
会

に

男

子

一
五
名

出
場

十

二
月
　
温

習

会

（
中
野
一

二
月
　
東
陽

町
開

設

十
周

年

記

念
温

習

会

（
中

野

ゼ

ロ
ホ

ー

ル
）

十

一
月
　
丸

の
内
第

二
に

草

加
分
室
開

設

全
国

吟
剣

詩
舞

道
大
会

に
男

子

一
三
名

出
場

十

二
月
　
温

習
会

（
中

野

）

一
月

　
丸

の
内
女
子

教
場

新
設

　

八
教

場

と
な

る

十

一
月
　
温

習
会

（
中
野

ゼ

ロ
ホ

ー
ル
）

十
月

、
温

習
会

（
労
働

ス

ク

エ
ア
東
京

）

十

一
月
　

全
国

吟
剣

詩

舞

道
大
会

に
千

代

田
男

子

と

し

て
出
場

平
成

十

八
年

（
二

〇

〇

六

）

平
成
十

七
年

（
二

〇
〇
五

）

平
成
十
六
年

（
二
〇
〇
四
）

指
標

「
気

力

』

新
家

元

・
宗
家

・
誕

生

五
事
業

部
門

を
新
設

し
た

「
吟
友

の
輪
拡
大

三

カ
年

計

画

」
運
動

を
展
開

新

家
元

・
宗

家
慶

祝

全
国

吟
道
大
会

（
川

崎

）

全
国
吟

剣
詩

舞
道
大
会

に

本

部
女

子

チ

ー

ム
出
場

指
標

『
自

分

に
厳

し
く

』

宗

家
吟

道

七
十
年

記

念
全

国

吟
道

大
会

（
川

崎

）

全
国
吟
剣

詩
舞

道
大
会

に

本
部
男
女

ニ
チ

ー

ム
出
場

女
子

チ

ー

ム
準
優

勝

、

男
子

チ

ー

ム
八
位

指
標

ヽ
爽

や
か
」

全
国

吟
道

大
会

（
川

崎

）

第
五
次

日
中
友

好

吟

行
会

（
旅
順

。
大
連

）

全
国

吟
剣

詩
舞

道
大

会

で

本
部
女

子

チ

ー

ム
四

位

一
月

　
磯

田
会
長

代
行
本

部
副
幹

事
長

に
就

任

岩

崎
副
会

長
指

導
本
部

員

を
拝
命

五
月

　
東
陽
町

に
銀
座

分

室
開

設

十
月

二
九

日
　
創

立

二
十

周
年

記
念
大
会
開

催

（
明

治
安

田
生
命

ホ
ー
ル
）

全
国

吟
剣

詩

舞
道
大
会

に

男

子

チ

ー

ム
出
場

、
女
子

も
本

部

チ

ー

ム
に
出
場

一
月

　
林
神

田
教
場

長
指

導
本

部
員

を
拝

命

四
月

　
東

陽
町

に
鎌

ヶ
谷

分
室
開

設

許

証
、
総
務

、
経
理

部

〓門

新

設

十

一
月
　
新
宿

分
室

が
新

宿
教
場

に
昇
格

武
道

館
出
場
男

子

一
八
名

女

子

一
四
名

十

一
月
　
温

習
会

（
南
大

塚

ホ

ー
ル
）

一
月
　
磯

田
副
会

長
指
導

本
部
員

を
拝
命

四
月
　
躍
進

・
啓

発
部
門

発
足

十
月

　
温

習
会

（
い
き

い

き
プ

ラ
ザ

一
番
館

）

十

一
月
　
神
田
教
場

に
新

宿

分
室
開

設



座
肇

『
ち
よ
だ
』
の
昨
日

・
今
日

・
明
日
を
語
る

出
席
者
　
　
　
　
磯
田
龍
真
　
山石
崎
龍
慶

吉
川
龍
鐘
　
大
熊
龍
清

林
　
龍
吾
　
鈴
木
龍
成

菅
原
琴
風
　
大
田
翠
風

司
会

・
進
行
　
　
山
口
隆
山

記
録
・・
編
集
　
　
福
島
赳
風

・
八
田
玉
山

山
口
　
皆
様
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
）お

集
り
戴

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
千
代
田
岳
精
会

は
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
さ
ぞ
先
生

方
が
入
会
当
時
は
、
大
変
だ

っ
た
と
思
い

ま
す
。
当
初
は
、
こ
う
だ

っ
た
ん
で
す
よ
、

と
か
入
会
の
動
機
と
か
お
話
し
願
え
ま
せ

ん
か
、
ま
ず
磯
田
さ
ん
か
ら
口
火
を
切

っ

て
…

磯
田
　
定
年
の
三
年
前
、
五
十
七
歳
の
時
、

飯
田
会
長
に
習

っ
て
い
た
、
故
丁
氏
が
み

え
、
伊
達
政
宗
の
漢
詩
の
色
紙
を
頂
き
、

入
会
の
勧
誘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
漢
詩

の
素
晴
ら
し
さ
に
感
激
し
入
会
し
ま
し
た
。

入
会
し
た
翌
年
、
昭
和
六
十

一
年
六
月

に
温
習
会
が
あ
り
、
当
時
出
席
者
は
二
九

名
。
今
日
出
て
い
る
諸
先
生
の
他
、
故
―

教
場
長
、
Ｎ
さ
ん
が
出
席
し
て
い
ま
す
よ
。

昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
修
得
手
帳
の
整

備
が
必
要
と
の
声
が
高
ま
り
、
昇
伝
審
査

が
あ

っ
た
の
は
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
で

し
た
。
ま
た
千
代
田
が
正
式
に
岳
精
流
日

本
吟
院
に
加
入
し
た
の
は
、
昭
和
六
十
二

年
二
月
六
日
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
そ
の

一
～
二
年
前
は
、
実
体
は

「飯

田
塾
」
と
言

っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

吉
川
　
昭
和
六
十
年
十

一
月
に
、
初
め
て
教

室
を
見
学
し
ま
し
た
。
柳
宗
元
の

「江
雪
」

が
今
で
も
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

岩
崎
　
飯
田
会
長
と
故
丁
氏
は
、
前
か
ら
よ

く
知
り
あ
い
の
社
友

「書
道
と
詩
吟
を
や

り
ま
せ
ん
か
」
と
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
に
磯
田
さ
ん
が
麻
雀
に
熱
心
で
、

声
を
か
け
ら
れ
た
面
も
。
　

…
笑
い
…

大
熊
　
私
は
昭
和
六
十
年
に
入
会
し
、
詩
吟

教
場
の
集
金
そ
の
他
の
総
務

・
庶
務
的
な

仕
事
を
引
受
け
て
い
ま
し
た
。
　
´

林
　
入
会
は
昭
和
六
十
二
年
六
月
で
す
。
所

用
で
明
治
生
命
の
本
社
を
訪
ね
た
時
、
偶

然
玄
関
で
Ｋ
さ
ん
に
お
会
い
し

「詩
吟
を

や
り
ま
せ
ん
か
」
と
誘
い
を
受
け
、
７
階

の
講
堂
で
飯
田
会
長
の
授
業
を
覗
い
た
。

故
―
、
Ｈ
両
嬢
の
干
漬
作

「事
に
感
ず
」

の
吟
を
聞
き
、
ま
さ
に
天
使
の
声
と
聞
き

惚
れ
た
。
私
自
身
還
暦
記
念
と
し
て
大
会

を
決
め
、
生
涯
の
趣
味
に
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
ね
。

磯
田
　
林
さ
ん
が
入
会
し
た
時
に
、
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
を
頂
き
ま
し
た
ね
。

林
　
父
が
、
自
宅
で
詩
吟
を
や
っ
て
お
り
吟

は
聞
い
た
事
は
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十

三
年
に
初
め
て
昇
伝
審
査
を
受
け
二
級
と

な
り
、
翌
平
成
元
年
の
審
査
で
初
伝
に
。

と
こ
ろ
が
、
本
部
か
ら
千
代
田
は
審
査

基
準
が
統

一
さ
れ
て
い
な
い
と
批
判
を
受）

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

け
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

磯
田
　
岳
精
会
に
入
会
し
て
、
京
浜
合
同
教

場
の
温
習
会
に
初
参
加
の
時
、
受
付
で

「千
代
田
と
い
う
の
は
聞
い
た
こ
と
が
無

い
、
ど
こ
だ
」
と
言
わ
れ
た
苦
い
経
験
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
絶
対
に
忘
れ
ら
れ

な
い
ね
。

山
口
　
菅
原
さ
ん
の
入
会
は
い
つ
で
し
た
か
。

菅鈴山
口
　
林
さ
ん
が
入
会
さ
れ
た
あ
と
、
千
代

田
は
急
速
な
会
員
増
加
が
顕
著
と
な

っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
や
り
方

で
？

林
　
丸
の
内
第

一
の
Ｆ
さ
ん
は
小
学
校
の
同

し吟受曜木入三一ので誘原
たのけの 会人緒 ごすい°

時
｀
夜入 さ娘 し指

°
をま

間続
｀
会れ とた導飯受だ

はい 7は ま言 りを田け現
眠て階昭 しわで受会 ま役
く 1の 和たれ しけ長 し時
な階講六

°
たた

｀
かた代

りで堂十  S° 時 ら
°
の

｀
書で年  ｀

翌た毎入昭
そ道詩五  H年 ま週会和
れ も吟月  ｀ ゴ`木 は六
が

｀
ので 0後 ル曜平十

悩た指す  さに フに成一

みだ導
° ん銀 を詩三年

で詩 を木 が座 ご吟年お



級
生
。
Ｆ
さ
ん
が

ハ
ザ
マ
の
Ｓ
さ
ん
に
勧

め
て
ハ
ザ
マ
教
場
の
端
緒
と
な
り
ま
し
た
。

清
水
の
Ｍ
さ
ん
は
中
学
校
の
同
期
、
神

田
の
Ｆ
、
新
宿
の
Ｓ
さ
ん
は
大
学
の
同
じ

ゼ
ミ
の
人
で
す
。

ま
た
陸
士
出
身
関
係
の
ス
ベ
イ
ン
旅
行

に
参
加
。
そ
こ
で
知
り
合

っ
た
Ｓ
さ
ん
が
、

清
水
の
Ｏ
さ
ん
に
声
を
か
け
共
に
入
会
さ

れ
た
。
ツ
ア
ー
旅
行
で
も
成
果
を
挙
げ
た

実
例
で
す
。

山
口
　
千
代
田
は
明
治
生
命
の
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ

を
中
心
に
ス
タ
ー
ト
し
、
職
域
中
心
に
会

員
の
増
加
を
図

っ
て
き
た
。

岩
崎
　
も
う

一
つ
大
き
な
事
は
、
教
室
が
無

料
で
確
保
で
き
た
こ
と
。
神
田
を
除
い
て

会
場
の
苦
労
が
無
か

っ
た
の
は
恵
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
現
在
も
七
教
場
が
明
治
安
田

生
命
新
宿
ビ
ル
を
利
用
さ
せ
て
貰

っ
て
い

ま
す
。

菅
原
　
女
子
教
場
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
平

成
十
二
年
で
す
。
丸
の
内
本
社
ビ
ル
の
工

事
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
今
は
安
定
し
て

利
用
で
き
る
こ
と
で
大
変
助
か

っ
て
い
ま

す
。

鈴
木
　
錬
水
の
誕
生
、
そ
の
後
の
会
員
増
加

は
Ｋ
さ
ん
の
努
力
の
賜
も
の
で
し
た
。

山
口
　
平
成
六
年
二
月
に
、
千
代
田
教
場
が

支
部
に
昇
格
、
そ
の
前
に
東
陽
町
の
開
設

で
、
会
員
も
増
え
て
い
た
。

ま
た
そ
の
後
清
水

・
神
田

・
ハ
ザ
マ
教

場
が
続
け
て
開
設
さ
れ
た
。

磯
田
　
千
代
田
支
部
が
誕
生
し
た
時
、
宗
家

（現
家
元
）
は

「次
の
会
昇
格
は
五
年
と

言
う
こ
と
で
無
く
、
も

っ
と
早
く
や
れ
！

と
檄
を
飛
ば
さ
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
人

脈
、
企
業
単
位
で
独
立
教
場
を
増
や
そ
う

と
い
う
動
き
に
な

っ
て
、
３
教
場
が
誕
生

し
そ
れ
ぞ
れ
会
員
増
加
に
努
め
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
九
年
に
千
代
田
岳
精
会
に
昇

格
し
た
ん
で
す
。

大
熊
　
会
昇
格
の
効
果
と
言
え
ば

「全
国
吟

道
大
会
」
の
時
に
は
必
ず
座
席
が
確
保
さ

れ
た
と
い
う
事
で
し
ょ
う
か
。

山
口
　
千
代
田
岳
精
会
は
、
現
在
会
員
数
約

百
八
十
名
。
会
員
の
増
加
に
伴
い
、
組
織

化
が
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
も
明

確
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

磯
田
　
千
代
田
は
以
前
か
ら
、
総
合
的
な
吟

道
を
目
指
し
、
詩
歌
研
修
会

・
演
奏
研
修

会
を
発
足
し
さ
せ
ま
し
た
。
会
員
増
加
に

努
め
、
十
八
年
度
中
に
二
〇
〇
名
体
制
に

持

っ
て
い
き
た
い
。

実
現
す
れ
ば
、
岳
精
流
日
本
吟
院
の
中

で
、
会
員
数
で
ト
ッ
プ
を
狙
う
チ
ャ
ン
ス

が
出
て
く
る
。
た
だ
現
状
で
は
、
例
え
ば

コ
ン
ク
ー
ル
部
門
が
三
河
に
比
べ
る
と
弱

く
、
実
績
が
少
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
課
題

の

一
つ
で
す
ね
。
ま
た
支
部
の
中
で
も
、

府
中
支
部
は
、
雅
号
に

「龍
」
の
方
が
多

い
。
教
場
は
楽
し
む
と
同
時
に
厳
し
さ
も

徹
底
し
て
い
る
と
言
う
。
学
ぶ
べ
き
点
も

多
い
。

出

席

者

の
好

き

な
漢

一

山
口
　
最
後
に
詩
吟
を
や
っ
て
良
か

っ
た
事

と
、　
一
番
好
き
な
漢
詩
を
言

っ
て
下
さ
い

ま
せ
ん
か
。

鈴
木
　
良
か

っ
た
事
は
、
人
の
和
と
交
流
。

「芳
野
懐
古
』
藤
井
竹
外
作

太
田
　
楽
し
く
十
四
年
も
続
い
て
い
る
。

「早
に
自
帝
城
を
発
す
」
李
白
作

岩
崎
　
も
し
詩
吟
を
や

っ
て
い
な
か

っ
た
ら

老
け
込
ん
で
い
た
と
思
う
。

「峨
眉
山
月
の
歌
』
李
白
作

菅
原
　
士戸
を
出
す
こ
と
は
健
康
に
よ
い
。

「清
明
』
杜
牧
作

「事
に
感
ず
』
千
漬
作

大
熊
　
詩
吟
を
通
じ
て
仲
間
と
の
付
合
い
が

増
え
た
。

『春
夜
」
蘇
就
作

林
　
詩
吟
の
お
陰
で
心
身
爽
快
。

「事
に
感
ず
」
千
漬
作

吉
川
　
詩
吟
を
通
し
て
の
仲
間
と
の
触
れ
合

い
。
健
康
に
も
良
い
。

「江
雪
』
柳
む否
死
作

磯
田
　
詩
吟
の
お
陰
で
吟
楽
。

『鶴
鵠
楼
に
登
る
」
王
之
澳
作

山
口
　
一
巡
し
ま
し
た
ね
。
本
日
は
お
忙
し

い
と
こ
ろ
、
長
時
間
に
わ
た
り
、
色
々
と

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（了
）



【
教

場

獨

介

一

◇
丸
の
内
第

一
教
場教

場
長
　
大
熊
　
龍
清

わ
が
教
場
は
、
名
前
の
と
お
り
千
代
田
区

丸
の
内
の
旧
明
治
生
命
本
社
の
場
所
に
て
、

昭
和
六
十
年
に
社
内
詩
吟
同
好
会
と
し
て
発

足
。
そ
の
後
正
式
に
岳
精
流
に
所
属
し
、
千

代
田
教
場
に
名
称
を
変
更
し
、
東
陽
町
の
分

割
を
は
じ
め
、
丸
の
内
第
二
そ
の
他
多
く
の

教
場
を
枝
分
け
し
た
。
千
代
田
岳
精
会
で

一

番
歴
史
の
あ
る
草
分
け
教
場
と
、
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
現
象
で
退
会
が

続
き
、
教
場
の
仲
間
は
減
少
し
て
い
る
現
状

で
す
。
そ
の
分
毎
週
木
曜
日
の
練
習
は
内
容

が
濃
く
、
女
性
が
多
い
会
員
の
レ
ベ
ル
は
高

く
、
皆
心
を

一
つ
に
し
て
活
動
中
。

今
後
、
多
く
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
、
伝

統
の
あ
る
教
場
と
し
て
名
実
と
も
に
充
実
し

て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
丸
の
内
第
二
教
場教

場
長
　
山石
崎
　
龍
慶

平
成
八
年
八
月
、
千
代
田
教
場
が
分
割
さ

れ
、
明
治
生
命
館
の
昼
教
場
と
し
て
発
足
。

今
年
で
満
十
年
と
な

っ
た
。
十
三
年
十

一
月
、

大
田
翠
風
さ
ん
が
草
加
に
分
室
を
開
設
し
て
、

職
域
型
の
千
代
田
の
中
で
初
め
て
地
域
密
着

型

へ
と
幅
を
拡
げ
た
。

教
場
の
特
色
は
、
昼
し
か
学
べ
な
い
会
員

が
短
時
間
で
学
ぶ
密
度
の
濃
い
レ
ッ
ス
ン
．

”龍
“
　
”風
“
の
雅
号
の
人
が
多
く
、
風
格

を
感
じ
さ
せ
る
教
場
と
言
う
と
こ
ろ
か
。

本
部
役
員
及
び
千
代
田
の
各
部
門
の
運
営

に
数
名
が
参
画
し
て
寄
与
し
て
い
る
。

今
後
は
、
若
い
会
員
増
加
に
よ
る
活
性
化

を
進
め
、
千
代
田
を
支
え
る
教
場
の

一
っ
と

し
て
骨
格
遅
し
く
、
無
限
の
実
力
を
秘
め
た

教
場
と
し
て
分
室
共
々
進
ん
で
行
き
た
い
。

◇
東
陽
町
教
場

教
場
長
　
耳
塚
　
昇
風

平
成
四
年
千
代
田
教
場
の
第

一
号
分
室
と

し
て
現
明
治
安
田
生
命
東
陽
町
ビ
ル
に
開
設
。

早
い
も
の
で
来
年
二
月
で
満
十
五
年
に
な

り
ま
す
。
開
設
初
日
の
吟
題
は
武
者
小
路
実

篤
作
の

「歩
い
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
」
で
し
た
。

初
代
教
場
長
磯
田
現
会
長
代
行
の
新
教
場

に
賭
け
る
並
々
な
ら
ぬ
決
意
の
ほ
ど
が
今
改

め
て
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
間

一
緒
に
勉
強
し
た
人
達
の
幾
人
か

が
新
し
い
教
場
を
開
設
し
、
見
事
な
発
展
を

遂
げ
、
千
代
田
の
今
日
の
繁
栄
を
築
き
上
げ

て
い
ま
す
。

教
場
開
設
以
来
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「爽
や

か
に

・
伸
び
や
か
に
皆
ん
な
が
主
役
だ
！
吟

楽
教
場
」
で
す
。
吟
縁
に
感
謝

・
吟
友
に
感

謝
、
詩
吟
を
通
し
て

一
人

一
人
が
精

一
杯
人

生
を
楽
し
も
う
、
と
言
う
の
が
主
旨
で
す
。

現
在
は
鎌
ヶ
谷
と
銀
座
に
分
室
を
開
設
し
、

千
代
田
岳
精
会
二
〇
〇
名
完
成
の
旗
手
と
な

っ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

一

）

◇
清
水
教
場

教
場
長
　
村
上
　
恒
風

清
水
教
場
十
周
年

当
教
場
は
創
設
以
来
、
飯
田
会
長
並
び
に

磯
田
会
長
代
行
の
ご
薫
陶
、
併
せ
て
会
の
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
年
無

事
満
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
度
成
長
の
時
代
、
企
業
間
の
競
争
に
明

け
暮
れ
、
心
身
共
に
荒
ん
で
い
た
私
共
に
と

っ
て

「真
善
美
」
の
世
界
と
の
出
会
い
は
正

に
オ
ア
シ
ス
の

一
掬
の
清
水
で
し
た
。

教
場
の

一
同
、
吟
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
、

ま
こ
と
に
充
実
し
た
十
年
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

各
自
の
多
様
な
価
値
観
を
、
お
互
い
認
め

合
い
尊
重
し
乍
ら
、
夫
々

「己
れ
の
吟
の
道
」

に
励
ん
で
い
る
所
で
す
。

教
場
の
方
々
の
肝
煎
り
で
、
以
心
伝
心
、

友
が
友
を
呼
ぶ
と
い
う
風
に
若
返
り
も
着
実

に
進
ん
で
お
り
、
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。



◇
神
田
教
場

教
場
長
　
林
　
　
龍
吾

平
成
九
年

一
月
十
四
日
、
そ
れ
ま
で
お
世

話
に
な

っ
た
東
陽
町
教
場
よ
り
独
立
さ
せ
て

頂
き
、
秋
葉
原
駅
に
程
近
い
千
代
田
区
の

「ふ
れ
あ
い
会
館
」
を
教
室
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
会
員
数
五
～
六
名
、
ま
と
ま
り
も

よ
く
、
皆
の
協
力
の
も
と
、
今
日
ま
で
順
調

に
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
。
明
治
安
田
生
命
新
宿
ビ
ル
で
毎
週

月
曜
日
に
行
な

っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
熱
心
な
新
人
勧
奨
で
陣
容
増
加
の

実
を
上
げ
平
成
十
六
年
十

一
月
、
新
宿
分
室

が
発
足
。
橋
本
淳
山
分
室
長
、
酒
井
帆
山
副

分
室
長
の
活
動
に
よ
り
、　
一
年
で
見
事
教
場

へ
昇
格
を
果
た
し
、
現
在
共
に
二
〇
名
近
い

会
員
を
擁
す
る
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

開
設
五
周
年
を
、
清
水

・
ハ
ザ
マ
教
場
と

合
同
で
昌
平
書

（湯
島
聖
堂
）
内
の
斯
文
会

講
堂
で
開
催
。
近
代
文
学
発
祥
の
地
で
吟
じ

ら
れ
た
事
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

来
春
は
十
周
年
を
如
水
会
館
で
祝
い
、
吟

縁
に
感
謝
、
吟
力
向
上
に
な
お

一
層
励
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

◇

ハ
ザ
マ
教
場

教
場
長
　
鈴
木
　
龍
成

ハ
ザ
マ
教
場
の
今

求
！
吟
友
、
求
！
女
性

平
成
九
年
二
月
五
日
、
柳
ハ
ザ
マ
社
友
会

会
員
か
ら
希
望
者
を
募

っ
て
の
、

ハ
ザ
マ
教

場
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

十
二
人
の
メ
ン
バ
ー
が
集
い

『興
を
遣
る

の
吟
』
伊
達
政
宗
作
に
取
組
ん
だ
も
の
で
し

た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
九
人
が
、
当
教

場
の
中
心
で
現
在
も
頑
張

っ
て
い
る
こ
と
は

最
大
の
喜
び
で
あ
り
、
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

教
場
の
母
体
が
会
社
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
関
係

上
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜
群
で
す
が
、
や
や
、

”男
性
路
線
“
に
偏

っ
て
い
る
の
が
問
題
点

で
し
ょ
う
か
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

教
場
会
員
増
強
の
人
材
源
を
新
た
な
分
野

（地
域

・
友
知
人
等
）
に
拡
げ
る
と
共
に
、

”求
！
女
性
“
の
積
極
行
動
を
起
こ
さ
ん
と

画
策
し
て
い
る
次
第
で
す
。

◇
錬
水
教
場

教
場
長
　
菅
原
　
克
風

錬
水
教
場
は
山
手
線
大
塚
駅
徒
歩
３
分
の

日
本
錬
水
欄
社
内
に
あ
り
ま
す
。
総
勢
八
人

の
小
さ
な
教
場
で
す
。

練
習
日
は
月
曜
日
十
八
時
か
ら
二
時
間
。

そ
の
後
、
強
カ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
駅
前

『長
寿

庵
』
さ
ん
で
健
康
飲
料
？
の
ソ
バ
焼
酎
を
飲

ん
で
蕎
麦
を
食
べ
て
懇
親
を
深
め
ま
す
。

一
時
は
十

一
人
に
な
り
ま
し
た
が
、
定
年

退
職

・
Ｕ
タ
ー
ン
等
で
減
少
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

現
役
の
皆
さ
ん
は
拘
束
時
間
が
不
規
則
、

出
張
あ
り
転
勤
あ
り
で

一
週
間
に

一
度
の
練

習
も
侭
に
な
ら
な
い
有
様
。
新
人
増
員
も
難

渋
を
極
め
て
お
り
ま
す
。
出
来
れ
ば

一
人
で

も
新
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し

”若
い
錬
水
教
場
“

の
名
を
維
持
し
た
い
も
の
で
す
。

◇
丸
の
内
女
子
教
場教

場
長
　
菅
原
　
琴
風

平
成
十
二
年
二
月
。
飯
国
会
長
に
命
ぜ
ら

れ
女
性
育
成
の
女
子
教
場
を
開
設
。
将
来
の

幹
部
育
成
も
あ
リ
ス
タ
ッ
フ
に
宍
倉
虹
風
、

太
田
翠
風
、
花
山
桜
風
さ
ん
に

一
年
間
参
画

し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
磯
田
会
長
代
行
、

鈴
木
龍
成
先
生
に
は
月

一
回
の
ご
指
導
を
お

願
い
し
、
現
在
も
協
力
頂
い
て
い
ま
す
。

丸
の
内
ビ
ル
改
築
の
時
は
教
室
の
手
当
、

人
の
異
動
で
大
変
で
し
た
が
、
熱
心
な
会
員

さ
ん
の
お
陰
で
続
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

十
六
年

一
月
よ
り
明
治
安
田
生
命
新
宿
ビ

ル
に
落
着
く
こ
と
に
な
り
、
気
持
も
安
定
し
、

現
在
は
黒

一
点
の
男
子
も
迎
え
（
活
気
の
あ

る
楽
し
い
教
場
で
す
。

漢
詩
に
籠
め
ら
れ
た
魂
と
、
心
の
潤
い
に

感
動
し

”真
善
美
“
の
素
晴
ら
し
さ
を
少
し

で
も
多
く
の
方
に
広
め
て
ゆ
け
る
よ
う
、
教

場
全
員
で
頑
張

っ
て
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。



組
織
の
手
代
国
‥
特
色
あ
る
部
門

□

許
証
部
門

春
秋
二
回
の
昇
伝
審
査
関
連
の
事
務
処
理

と
春
の
審
査
会
の
実
施
が
主
な
仕
事
と
し
て

平
成
十
七
年
設
立
さ
れ
た
。
部
門
員
４
名
。

一
年
目
は
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
、
多

々
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。
二
年
目
に
入

っ
て
諸
事
情
に
も
通
じ
軌
道
に
乗

っ
て
き
た

と
こ
ろ
。
申
請
書
の
内
容
と
文
字
の
チ
エ
ッ

ク
と
許
証
の

「清
書
」
確
認
は
最
も
骨
の
折

れ
る
作
業
。
今
後
も
万
全
を
期
し
て
取
組
む

つ
も
り
。

□

婦
人
部
門

平
成
六
年
設
立
時
は
、
十
数
名
の
こ
じ
ん

ま
り
し
た
纏
ま
り
の
あ
る
仲
良
じ
グ
ル
ー
プ

で
活
動
し
て
い
た
。
現
在
は
メ
ン
バ
ー
も
五

十
名
を
越
え
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
十
名
で

「着
付
け
教
室
」
や

研
修
会
等
を
、
そ
の
時
々
に
応
じ
て
実
施
。

毎
回
半
数
以
上
の
方
が
参
加
さ
れ
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う

な
企
画
を
進
め
ま
す
。
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

□

吟
楽
部
門

教
場
の
枠
を
越
え
て
吟
を
楽
し
み
懇
親
を

深
め
る
の
が
吟
楽
部
門
の
役
割
。

定
期
吟
行
会
は
春
、
秋
の
二
回
。

春
は
皇
居
外
苑
の
桜
を
愛
で
、
宮
崎
県
会

館
で
お
弁
当
、
吟
廻
し
。

秋
は
場
所
を
特
定
せ
ず
紅
葉
観
賞
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
、
吟
廻
し
。
場
所
探
し
で
苦
労
し

V

て
い
ま
す
。
恰
好
な
場
所
ご
存
知
の
方
、
吟

楽
部
門
担
当

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

ロ

コ
ン
ク
ー
ル
部
門

一
、
吟
剣
詩
舞
道
独
吟
コ
ン
ク
ー
ル
。
二
月

に
開
催
さ
れ
、
多
数
の
方
が
入
賞
。
都
大

会
十
二
名
、
東
日
本
大
会

一
名
出
吟
。

二
、
全
国
吟
道
大
会
合
吟
コ
ン
タ
ー
ル
に
男

子
チ
ー
ム
出
場
。
健
闘
し
ま
し
た
。

三
、
十

一
月
吟
剣
詩
舞
道
武
道
館
合
吟
コ
ン

ク
ー
ル
に
面
目
を
賭
け
て
男
子
五
五
名
が

出
場
し
ま
す
。
出
場
の
為
の
練
習
が
吟
力

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

□

啓
発
躍
進
部
門

平
成
十
六
年
四
月
に
発
足
。

（躍
進
ク
ラ

ブ
）
将
来
の
千
代
田
で
汗
を
流
す
人
材
育
成

と
し
て
、
昭
和
三
ケ
タ
を
中
心
に
教
場
長
の

推
選
に
よ
り
選
定
。
会
長

・
副
会
長
の
ご
指

導
を
頂
き
、
吟
力
向
上
、
そ
し
て
将
来
の
教

場
長
と
し
て
の
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
自
己

啓
発
に
努
め
て
い
る
。
今
年
の
全
国
吟
道
大

会
の
十
名
合
吟
に
は
八
名
が
出
場
し
た
。

現
在
二
十
五
名
で
律
詩
や
新
体
詩
、
短
歌
、

俳
旬
に
も
挑
戦
中
で
あ
る
。

□

詩
歌
研
修
担
当

私
共
が
、
日
頃
研
鑽
し
て
い
る
詩
吟
の
詩

心
を
理
解
し
、
的
確
に
表
現
出
来
る
様
に
し

た
い
、
そ
し
て
そ
の
為
に
は
、
詩
の
内
容
や

作
者
と
そ
の
時
代
の
環
境
な
ど
に
つ
い
て
の

勉
強
を
、
お
互
い
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
、

と
い
う
考
え
か
ら
発
足
し
た
詩
歌
研
修
会
は

既
に
三
年
半
を
経
過
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
毎
月
二
十
名
前
後
の
熱
心
な
吟

友
の
参
加
と
、
吟
友
有
志
の
講
師
に
よ
る
素

晴
ら
し
い
研
究
結
果
の
発
表
に
よ
っ
て
大
い

に
そ
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
吟
友
の
希
望
、
意
見
を
汲
ん

で
幅
広
い
活
動
を
続
け
て
行
こ
う
と
思

っ
て

居
り
ま
す
。

□

演
奏
担
当

①
教
場
毎
に
二
名
以
上
の
伴
奏
者
の
育
成

②
初
心
者
の
基
礎
研
修
③
温
習
会

へ
の
合
奏

出
場
を
担
当
の
目
的
と
し
、
温
習
会
出
場
は

今
年
で
６
回
目
に
な
り
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
は

キ
ー
ボ
ー
ド
式
伴
奏
譜
と
五
線
紙
式
を
併
用

し
て
い
ま
す
。
二
年
目
か
ら
前

・
中
期
を
基

礎
研
修
と
し
て
正
副
リ
ー
ダ
ー
が
担
当
、
後

期
は
磯
田
先
生
中
心
に
温
習
会
練
習
を
吟
詠

者
も
参
加
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

恐
ら
く
他
の
会
に
例
の
無
い
担
当
部
門
に

一
同
誇
り
を
持
ち
、
初
心
者
が
堂
々
と
温
習

会
で
合
奏
す
る
様
を
最
高
の
喜
び
と
し
、
更

な
る
向
上
を
目
指
す
所
存
で
す
。

□

千
代
田
の
明
日
を
語
る
会

昨
年
発
足
し
た

「千
代
田
の
明
日
を
語
る

会
」
は
、
大
上
段
に
方
針
を
論
じ
提
言
す
る

場
で
は
無
く
、　
一
般
会
員
の
目
線
で
意
見
交

換
し
、
会
の
発
展
に
寄
与
す
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
、
会
員
増
強
、
練

習
時
間
帯
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
つ
い
て
４
回

の
会
合
を
持
ち
議
論
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
道
な
活
動
を
続
け
ま
す
の
で
、
宜
し
く

ご
指
導
下
さ
い
。
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◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

千
代
田
大
躍
進
の
礎
と
な
っ
て
い
る

二
人
の
指
導
者

会
員
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、　
”吟
友
の

輪
拡
大
三
カ
年
計
画
“
を
展
開
し
て
い
る
岳

精
流
日
本
吟
院
で
、
い
ま
最
も
注
目
さ
れ
て

い
る
千
代
田
の
着
実
な
会
員
増
加
。

会
の
発
展
の
基
本
で
あ
る
、
会
員
紹
介
実

績
の
顕
著
な
お
二
人
の
先
生
を
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
ンフ
。

◎
林
　
龍
吾
神
田
教
場
長

昭
和
六
十
二
年
初
め
て
吟
に
接
し

”生
涯

の
趣
味
に
出
会
え
た
“
と
そ
の
魅
力
に
取
り

憑
か
れ
た
と
の
こ
と
。
ご
自
分
と
し
て
の
生

活
信
条
は

”吟
楽
康
寧
“
吟
を
楽
し
み
、
健

康
に
留
意
、
心
安
ら
か
な
日
々
を
送
る
。

沢
山
の
人
に

”吟
楽
“
を
勧
め
た
い
と
の

信
念
を
持

っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
積
極
的

に
勧
誘
さ
れ
て
い
る
。

ご
本
人
が
吟
剣
詩
舞
道
東
京
都
独
吟
コ
ン

ク
ー
ル
三
部
優
勝
と
い
う
実
績
も
、
初
め
て

聴
く
人
へ
吟
の
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
大
き
な

要
因
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

七
十
年
前
の
小
学
校
の
同
級
生
に
始
ま
り

旧
制
中
学
校
、
大
学
の
同
級
生
、
仕
事
の
同

僚
、
趣
味
の
仲
間
、
ツ
ア
ー
旅
行
で
会

っ
た

方
な
ど
が
会
員
と
な
ら
れ
、
そ
の
方
々
が
清

水
教
場
、　
ハ
ザ
マ
教
場
の
中
心
と
な

っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
都
心
に
通
え
な
い
方
に
、

近
く
の
他
会
教
場

へ
紹
介
と
い
う
例
も
あ
り

ま
す
。

平
成
十
七
年
、
分
離
し
た
新
宿
教
場
か
全

員
の

一
致
活
動
で
急
速
に
拡
大
す
る

一
方
、

神
田
で
は
教
場
ス
タ
ッ
フ
が
、
新
宿
駅
西
日

正
面
の
ビ
ル
が
教
室
と
い
う
利
点
を
活
か
し

て
、
新
宿
区
の
広
報
を
媒
体
と
す
る
会
員
募

集
広
告
を
掲
載
し
て
、
新
ル
ー
ト
よ
り
の
会

員
増
の
成
果
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ぞ

ま
さ
に

”吟
友
の
輪
“
拡
大
の
お
手
本
。

◎
太
田
翠
風
草
加
分
室
長

発
足
当
初
よ
り
、
千
代
田
は
職
域
教
場
が

主
流
で
あ

っ
た
為

”男
性
路
線
“
の
伝
統
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
黒
い
集
団
の
中
、
凛
と

咲
く
山
百
合
の
よ
う
な
女
性
群
の
お

一
人
を

を
紹
介
し
ま
す
。

飯
田
会
長
と
の
ご
縁
は

「書
道
」
か
ら
と

伺

っ
て
い
る
が
、
吟
を
習
い
始
め
た
ら
そ
の

楽
し
さ
に

”吟

一
筋
“
迷
い
な
し
。

吟
ず
る
事
ほ
よ
り
得
ら
れ
る
吟
縁
の
有
難

さ
を
心
に
、
生
来
の
面
倒
見
の
良
さ
で
、
自

分
の
楽
し
さ
を
周
り
の

一
人
で
も
多
く
の
人

に
勧
め
よ
う
と
い
う
日
々
の
活
動
が
、
多
く

の
会
員
紹
介
数
と
し
て
現
れ
て
い
ま
す
。

そ
の

一
例
と
し
て
は
、
新
会
員
の
通
い
や

す
い
教
場
を
紹
介
し
、
定
着
さ
せ
て
い
る
事

で
す
。
こ
れ
は
千
代
田
の
特
色
で
も
あ
る
が
、

紹
介
し
た
教
場
は
４
個
所
に
な

っ
て
お
り
、

自
分
の
教
場
に
と
い
う
拘
わ
り
を
越
え
た
実

績
が
あ
り
ま
す
。

小
さ
い
こ
と
に
拘
泥
し
な
い
、
大
ら
か
で

常
に
前
向
き
な
姿
勢
は
、
既
に
千
代
田
の
幹

部
と
し
て
十
分
に
存
在
感
を
示
し
て
い
る
が

仕
事
と
役
務
に
追
わ
れ
本
筋
の
吟
の
研
鑽
に

割
く
時
間
が
少
な
い
の
が
悩
み
の
よ
う
で
す
。

今
後
も
、
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

千
代
田
岳
精
会
設
立
二
十
周
年
記
念
史
の

作
成
を
引
受
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取

組
ん
で
、
ま
ず
直
面
し
た
の
が
初
期
段
階
の

資
料
、
デ
ー
タ
の
少
な
さ
で
し
た
。

飯
田
塾
時
代
の
最
古
参
会
員
の
皆
さ
ん
よ

り
、
古
い
記
憶
、
写
真
帳
を
探
し
て
頂
き
、

総
本
部
の
記
録
か
ら
も
頂
戴
し
た
が
、
十
分

に
は
埋
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

厳
し
い
予
算
の
な
か
で
、
編
集
を
殆
ど
手

作
り
の
、
体
裁
が
良
い
と
は
申
せ
な
い
記
念

誌
で
す
が
、
何
度
も
会
議
を
開
き
、
内
容
は

８
名
の
最
古
参
メ
ン
バ
ー
の
座
談
会
。
全
教

場

・
分
室
。
千
代
田
岳
精
会
組
織
よ
り
、
８

部
門
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ご
寄
稿
下
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
を
終
え
て
感
じ
る
こ
と
は
、
我
々
の

世
代
は
、
荒
廃
し
た
戦
後
の
復
興
に
遮
二
無

二
突
き
進
ん
だ
、
意
欲
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
現

在
も
満
ち
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

人
類

へ
の
愛
と
、
平
和

へ
の
願
い
を
胸
に

抱
い
て
吟
じ
続
け
た
い
も
の
で
す
。

二
十
周
年
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

山
口
　
隆
山

福
島
　
赳
風

八
尾
　
葉
山

八
田
　
玉
山

太
田
　
翠
風
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